
平成２８年９月定例会  No. ９７
2016 年 ( 平成 28 年 )10 月 20 日発行   

平成 28 年度八戸市一般会計補正予算などを可決
　平成 28 年 9 月定例会は、9 月 6 日から 9 月 26 日までの 21 日間の会期で開かれ、平成 28 年度

八戸市一般会計補正予算、平成 27 年度一般会計・特別会計・企業会計決算など、議案 77 件、認

定 2件を可決して閉会しました。

はちのへ市議会だよりは、市のホームページでもご覧になれます。

http://www.city.hachinohe.aomori.jp

編集・発行　八戸市議会　八戸市内丸一丁目 1 番 1 号
TEL：43-2145 /  FAX：47-0744

e-mail：gikaisho@city.hachinohe.aomori.jp

主な内容

○議案の賛否 ･･････････････････････ 2 ～ 3 ページ

○平成28年度八戸市一般会計９月補正予算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ･･･････････ 3 ページ

○決算に対する各会派の意見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ･･･････････ 4 ページ

○意見書  ･･････････････････････････ 5 ページ

○一般質問 ････････････････････････ 5 ～ 6 ページ

○お知らせ ････････････････････････ 5、 6 ページ

伊調馨選手 国民栄誉賞決定　　9月 24 日、凱旋パレードが行われ多くの市民が祝福しました。

議会報告会を開催します

　八戸市議会では、市民の皆様にわかりやすく開かれた議

会を目指し、議会報告会を開催します。

　議会報告会では、八戸市議会の活動概要などを説明する

ほか、市民の皆様と意見交換を行います。

　多くの方のご参加をお待ちしております。 （申込不要）

日　時　平成28年11月５日 (土) 午後６時00分～

場　所　福祉公民館 （類家） ２階大会議室

内　容　①議会活動報告

　　　　②意見交換

　　　　　 ［テーマ］○新美術館について

　　　　　　　　　　○八戸ブックセンターについて
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会派別議案賛否一覧表 議
案
の
賛
否

区分

会派名　

　議　案

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

き

ず

な

ク

ラ

ブ

公

明

党

日
本
共
産
党
議
員
団

無

所

属

（

Ｉ

）

無

所

属

（

Ｙ

）

議決結果

市
長
提
出
議
案

予
算

平成28年度八戸市一般会計補正予算 （議案第114号、 第186号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市国民健康保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度地方卸売市場八戸市魚市場特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市学校給食特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市都市計画下水道事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市霊園特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市農業集落排水事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市介護保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市後期高齢者医療特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市中央卸売市場特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人
事

八戸市教育委員会の委員の任命（武
たけ

輪
わ

　節
せつ

子
こ

氏） ○ ＊ ○ ○ ○ ○ 同意

人権擁護委員の候補者の推薦（河
かわ

村
むら

　忠
ちゅうじ

治氏） ○ ＊ ○ ○ ○ ○ 同意

条
例

八戸市屋外広告物条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市附属機関設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市外部監査契約に基づく監査に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市健康と福祉のまちづくり条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市民生委員定数条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市特別会計条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市指定障害福祉サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め
る条例

○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市指定障害者支援施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市障害者支援施設の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市地域活動支援センターの設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市福祉ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める
条例

○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防
サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める
条例

○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める
条例

○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市指定介護療養型医療施設の人員、 設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、 設備及び運営に関する基準等を定める条例及び八戸市指定介護予防支援等の
事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
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会派別所属議員

＊吉田博司議員は欠席。他の議員は賛成。
※議員個別の賛否状況については、市のホームページでご覧になれます。
※吉田淳一議長は採決に加わっていません。
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議決結果

市
長
提
出
議
案

条
例

八戸市保健所条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市感染症診査協議会条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市旅館業法施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市興行場法施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市公衆浴場法施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市クリーニング業法施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市理容師法施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市美容師法施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市化製場等に関する法律施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市食品衛生法施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市と畜場法施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市医療法施行条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市立市民病院条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市浄化槽保守点検業者登録条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

契
約

 （仮称） 八戸市屋内スケート場建設事業建築工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

尻内雨水ポンプ場 （ゲート設備） 整備工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

尻内雨水ポンプ場 （沈砂池・除塵設備） 整備工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

尻内雨水ポンプ場 （ポンプ設備） 整備工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

尻内雨水ポンプ場 （電気設備） 整備工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中部第10幹線下水道整備工事 （五工区） 請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

西地区給食センター移転増改築強電設備工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

西地区給食センター移転増改築空調設備工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

西地区給食センター移転増改築給排水衛生設備工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ
の
他

市有財産の無償譲渡　全６件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

損害賠償の額を定めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認
定

平成27年度八戸市一般会計及び各特別会計決算の認定 （認定第１号） ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

平成27年度八戸市公営企業会計決算の認定 （認定第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議
員
提
出
議
案

意
見
書

次期介護保険制度改正における福祉用具貸与・住宅改修の見直しに関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

返済不要の給付型奨学金の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

子どもの貧困対策の推進と強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○：会派全員が賛成　　×：会派全員が反対

自由民主・

市民クラブ

久　保　百　恵

高　橋　一　馬

藤　川　優　里

壬　生　八十博

秋　山　恭　寛

岡　田　　　英

高　山　元　延

小屋敷　　　孝

豊　田　美　好

大　館　恒　夫

日　當　正　男

工　藤　悠　平

森　園　秀　一

立　花　敬　之

坂　本　美　洋

きずなクラブ

冷　水　　　保

田名部　和　義

寺　地　則　行

三　浦　博　司

五　戸　定　博

吉　田　博　司

古　舘　傳之助

八　嶋　　　隆

公 明 党 中　村　益　則 夏　坂　　　修 前　澤　時　廣

日本共産党議員団 苫米地　あつ子 田　端　文　明

無所属（Ｉ）伊　藤　圓　子

無所属（Ｙ）山　名　文　世

無 所 属 吉　田　淳　一

平成 28 年度八戸市一般会計 9月補正予算
一般会計補正予算額 22 億 9,644 万 4 千円

（補正後の予算総額  984 億 7,496 万 6 千円）

　主なもの

○除雪経費････････････････････････････････････････････4 億円
　（除雪業務委託料、融雪剤購入費）

○西白山台小学校開校準備経費 ･･･････････ 1 億 2,053 万 9 千円

　（教材備品および一般備品購入費など）

○中核市関連経費 ････････････････････････････ 1 億 1,646 万円
　（旅券発給事務経費ほか）

○水産物流通機能高度化対策事業費 ･･･････････････ 5,753 万円
　（荷捌き所Ｄ棟改築整備ほか）

○Ｂ型肝炎予防接種経費 ･･････････････････････････ 2,470 万円
　（乳幼児に対する予防接種の定期接種対象の追加に伴う経費ほか）

（平成 28 年 9 月 26 日現在）



市議会だより  4

決
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に
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各
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意
見

決算に対する各会派の意見

自由民主・市民クラブ

日本共産党議員団公明党

　

 認定第１号、第２号に賛成

　一般会計・各特別会計決算では、地域振興基金の

創設のほか、学校教育の充実や中心市街地活性化な

ど、各施策の推進に取り組んだ市政運営を評価する

とともに、今後も八戸新時代に向けて着実に歩みを

進めていくことを期待する。

　自動車運送事業では、累積欠損金の全額解消を果

たしたことや、利便性向上への取り組みに努めてき

たことを高く評価し、今後も持続可能な経営を維持

しながら、一層のサービス向上を図り、市民全体に

愛される市営バス運営に尽力することを要望する。

　市民病院事業では、病院機能の強化・充実に加え、

利用者の利便性向上への取り組みや院内保育園の開

園など、より質の高い中核病院としての環境整備に

努めたことを高く評価し、引き続き地域医療の質の

向上に真
し ん し

摯に努めていくことを要望する。

 認定第１号、第２号に賛成

　一般会計・各特別会計決算では、災害に強いまち

づくりや「北の中核都市」の実現に向けた事業に取

り組み、市勢の進展に尽くしてきたが、当市の財政

環境は依然厳しい状況にあることから、課題に対応

するため、第６次八戸市総合計画を中心に、復興計

画の事業を力強く推進し、さらに効率的な行財政運

営に努め、着実に各事業に取り組むことを要望する。

　自動車運送事業では、経営健全化について一定の

成果が認められるものの、経営環境は依然厳しい状

況に置かれており、本年度から新たに取り組んでい

る八戸市地域公共交通網形成計画が、安定した収益

や市民サービス向上につながることを期待する。

　市民病院事業では、救命救急医療でのさらなる活

躍に期待し、今後も地域医療の中核として、より一

層の良質な医療の提供と経営の効率化を要望する。

 認定第１号、第２号に賛成

　一般会計・各特別会計決算では、市債残高の増加

傾向が顕著であり、臨時財政対策債が市債残高全体

の38.6％を占めるなど相対的な財政力の弱さがうか

がえ、今後は大型建設事業などが目白押しとなって

いることから、より一層の財政健全化が求められる。

　自動車運送事業では、26年ぶりの累積赤字解消に

向けた尽力に敬意を表し、今後とも労使協調で、交

通政策基本法の理念に基づき、市民の足を守るよう

熱望し、市民病院事業では、引き続き医療サービス

の向上と経営健全化に取り組まれるよう要望する。

 認定第１号、第２号に賛成

　一般会計・各特別会計決算では、決算特別委員会

で議論した事業評価の内容や、母子保健事業の充実

など意見要望について、引き続き精査を行い、今後

の予算編成および行政運営に生かすことを求める。

　自動車運送事業では、純利益を計上し、累積欠損

金を全額解消したことは評価するが、経営環境は依

然として厳しい状況にあり、市一般会計からの補助

金の営業外収益に支えられていることへの認識や、

公共サービスの充実に努める姿勢をより求める。

　市民病院事業では、中核病院として地域医療の充

実向上に努め、健全な経営状況を継続し、また職場

環境の改善に努めている姿勢を高く評価する。

　市政全般にわたり、効率的かつ効果的で実効性の

高い健全な行財政運営の下、市民との協働を進め、

市民福祉向上、市勢発展に尽力することを期待する。

 認定第１号に反対、第２号に賛成

　一般会計・各特別会計決算では、多賀地区津波避

難タワーの整備や津波避難路整備事業など、防災対

策が強化された点は評価するものの、介護保険制度

の利用者負担、市の非正規雇用職員の待遇、乳幼児

医療費の無料化、迅速な除排雪体制、国民健康保険

料滞納世帯への対応などに関し、改善や見直しが必

要であることから反対する。

　自動車運送事業では、老朽化した車両をノンステ

ップ大型バスに更新するなど、安全対策や利便性を

高める取り組みを評価し、運転業務の大部分を担う

嘱託職員の処遇改善などを要望し賛成する。

　市民病院事業では、救命率の向上などを図りなが

ら７年連続で純利益を計上している点を評価し、最

良の医療を提供し、市民の命と健康を守る役割を果

たしていくよう求め、賛成する。

決算特別委員会は、９月14日から16日までの３日間

の日程で開催され、付託された認定第１号、第２号

について審査しました。

【討論とは】

採決の前に議題となっている案件に対し、会派また

は自己の賛否の意見を表明することです。

討論が終わると原則として表決に入り、最終的な賛

成・反対の意思表示を、起立などにより行います。

きずなクラブ

無所属（Ｙ）

　平成27年度の一般・各特別会計決算（認定第１号）および企業会計決算（認定第２号）は、決算特別

委員会で審査し、９月26日の本会議で賛成多数で認定されました。

　その際、各会派および無所属議員が討論を行いましたので、その要旨を掲載します。



5  市議会だより

意
見
書
　

一
般
質
問
　

お
知
ら
せ

ユ
ー
ト
リ
ー
に
展
示
し
て
い
る
八

戸
三
社
大
祭
山
車
の
更
新
を

　
　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

夏
　

坂
　
　
　

修       

【
問
い
】 

八
戸
三
社
大
祭
の
国
際
連

合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

無
形
文
化
遺
産
登
録
を
契
機
に
山
車
を

更
新
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

当
該
山
車
は
、
平
成
２
年

に
寄
贈
を
受
け
、
平
成
４
年
の
ユ
ー
ト

リ
ー
開
館
当
初
か
ら
展
示
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
修
繕
を
実
施
し
て
き
た
が
、

設
置
か
ら
約
25
年
が
経
過
し
、
土
台
部

分
や
装
飾
類
の
破
損
、
人
形
な
ど
の
色

落
ち
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

　

更
新
に
つ
い
て
は
、
本
年
中
に
予
定

さ
れ
て
い
る
遺
産
登
録
を
機
会
に
、
同

祭
の
国
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
強
化
と
認
知
度

向
上
の
た
め
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

「
八
戸
市
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基

準
に
関
す
る
条
例
」
の
見
直
し
は

　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

日
　

當
　

正
　

男       

【
問
い
】 

市
街
化
調
整
区
域
へ
の
建

築
許
可
要
件
と
し
て
、
同
条
例
第
４
条

に
「
18
歳
ま
で
八
戸
市
に
10
年
以
上
生

活
の
本
拠
を
有
し
、
県
外
に
進
学
ま
た

は
就
職
を
し
て
八
戸
市
に
戻
っ
て
き
た

者
」
を
追
加
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
対
策
と
し

て
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

市
街
化
調
整
区
域
は
、
原

則
、
建
築
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
区
域
で

あ
る
が
、
同
条
例
で
は
「
同
区
域
内
の

既
存
集
落
に
10
年
以
上
の
居
住
実
績
が

あ
る
こ
と
」
な
ど
を
許
可
要
件
と
し
て
、

例
外
的
に
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
要
件
を
追
加
す
る
こ

と
は
、
地
縁
の
な
い
方
に
ま
で
許
可
要

件
を
緩
和
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、

現
状
で
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

障
が
い
者
に
自
動
車
燃
料
費
な
ど

の
助
成
を

　
　
　
　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
　

藤
　

圓
　

子

【
問
い
】 

自
家
用
車
を
利
用
す
る
障

が
い
者
に
、
燃
料
費
を
助
成
す
る
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

当
該
制
度
を
導
入
し
て
い

る
他
都
市
で
は
、
燃
料
券
を
交
付
す
る

方
法
や
、
領
収
書
の
提
出
に
よ
り
助
成

額
を
支
払
う
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

当
市
で
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
燃

料
券
を
交
付
す
る
場
合
で
は
石
油
小
売

業
界
と
の
調
整
が
必
要
な
こ
と
や
、
領

収
書
提
出
の
場
合
で
は
助
成
額
確
定
作

業
に
伴
う
窓
口
の
混
雑
な
ど
の
問
題
が

あ
り
、
ま
た
、
多
額
の
経
費
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
他
都
市
の
実
施

状
況
を
調
査
し
、
当
市
に
適
し
た
助
成

制
度
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

荷
捌
き
所
Ａ
棟
の
稼
働
率
向
上
を

　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　

田
　

端
　

文
　

明

【
問
い
】 

荷
捌
き
所
Ａ
棟
へ
の
水
揚

げ
が
八
戸
漁
港
全
体
の
数
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
が
、
稼
働
率
向
上
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

Ａ
棟
で
水
揚
げ
す
る
漁
船

を
増
や
す
た
め
、
大
中
型
ま
き
網
漁
船

に
よ
る
水
揚
げ
な
ど
の
検
証
や
県
外
漁

船
に
対
す
る
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
水
揚
げ
時
間
の
短
縮
を
図
る

た
め
、
一
度
に
200
㌧
ま
で
の
水
揚
げ
に

対
応
で
き
る
保
管
容
器
を
準
備
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
容
器
で
出
荷
す
る

こ
と
で
、
搬
出
作
業
の
進
み
具
合
に
か

か
わ
ら
ず
水
揚
げ
が
可
能
と
な
る
体
制

を
整
備
す
る
な
ど
、
業
界
と
一
体
と
な

っ
て
稼
働
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

一 

般 

質 

問

意見書

　

市
議
会
で
は
、
視
覚
障
が
い
者
や
高

齢
者
の
た
め
に
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体 

「
や
ま
び
こ
の
会
」 

が
朗
読
し
た

 

「
は
ち
の
へ
市
議
会
だ
よ
り
」 

の
音
声

デ
ー
タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽次期介護保険制度改正における
　福祉用具貸与・住宅改修の見直
　しに関する意見書

( 要旨 )

　国は、骨太の方針2015において、

介護保険制度の利用者負担や要介護

軽度者に対する給付の見直しを検討

する方針を示している。

　財務省案がそのまま可決施行され

れば、現在、介護保険制度を使いデ

イサービスや訪問介護、福祉用具貸

与などの介護保険サービスを受けて

いる方々のうち約３分の２に当たる

３２０万人あまりが全額自己負担と

なり、その多くの方がサービスを断

念せざるを得ない事態となり、介護

度の重篤化を招き、逆に社会保障費

全体が増大することとなる。

　よって、国が十分に財政措置を講

じ、介護が必要な方の生活を支える

という視点から、要介護軽度者への

給付を継続することを強く求める。

　
議員提出議案として、次の意見書を可決し、関係機関へ提出しました。

▽返済不要の給付型奨学金の創設
　及び無利子奨学金の拡充を求め
　る意見書

( 要旨 )

　国の奨学金制度は、学生に貸与し

た返済金を次世代の奨学金の原資と

する形で運営されており、利用者が

増加傾向にある一方、就職難や非正

規雇用などによって卒業後の収入が

安定せず、債権回収会社による取り

立てなどが社会問題となっている。

　よって、政府においては、納税者

である国民の理解も得つつ、子ども

の将来がその生まれ育った家庭の経

済状況に左右されることなく教育の

機会均等が保証され、安心して勉学

に励むことのできる環境をつくるた

め、高校生を対象とした給付型奨学

金を拡充し、2017年度を目途に大学

生などを対象とした給付型奨学金を

創設することなどに取り組むよう、

強く要望する。

▽子どもの貧困対策の推進と強化
　を求める意見書
　

( 要旨 )

　日本の子どもの６人に１人が貧困

状態にあり、特にひとり親世帯は２

人に１人強が貧困状態と、先進国で

最悪の水準である。

　子どもたちが自分の可能性を信じ、

未来を切り開いていけるようにする

には、貧困の連鎖を断つことを目的

とする「子どもの貧困対策の推進に

関する法律」の意義を踏まえ、国の

予算を確保し、問題解決に向け対策

を行う必要がある。

　よって、子どもの貧困対策の推進

と強化のため、生活保護基準の引き

下げを中止し、子育て世帯や就学援

助に影響しないよう財政支援を強化

することや、子どもの医療費助成制

度を全国一律の制度として早急に整

えることなどを強く要望する。



一
般
質
問
　

お
知
ら
せ

市議会だより  ６印刷部数 98,100 部　　印刷経費 1 部あたり 10.692 円

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
の
検
討
を

　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
　

田
　
　
　

英

【
問
い
】 

中
核
市
移
行
を
契
機
に
同

ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

同
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
は
、

児
童
生
徒
を
め
ぐ
る
多
様
な
問
題
に
も

柔
軟
に
対
応
で
き
る
相
談
体
制
の
構
築

お
よ
び
関
係
機
関
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連

携
や
学
校
支
援
・
家
庭
支
援
の
充
実
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　

国
は
、
同
ワ
ー
カ
ー
配
置
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
中
核
市
な
ど
を
補
助
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
核
市
へ

の
移
行
を
契
機
に
、
こ
の
制
度
を
有
効

に
活
用
し
て
、
同
ワ
ー
カ
ー
を
含
め
た

よ
り
実
効
性
の
あ
る
相
談
体
制
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

開
票
事
務
の
効
率
化
を

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

三
　

浦
　

博
　

司

【
問
い
】 

選
挙
に
お
い
て
、
開
票
結

果
を
市
民
に
い
ち
早
く
伝
え
る
こ
と
は

大
事
な
責
務
で
あ
り
、
コ
ス
ト
縮
減
の

観
点
か
ら
も
開
票
事
務
の
効
率
化
や
事

務
能
力
の
向
上
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

こ
れ
ま
で
、
機
械
の
導
入

や
開
票
作
業
の
流
れ
を
工
夫
す
る
な
ど
、

開
票
事
務
の
迅
速
化
に
向
け
鋭
意
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
遅
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
同
規
模
の
市
な
ど
の
開
票

事
務
の
手
順
や
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

当
市
と
の
違
い
を
研
究
し
な
が
ら
、
少

し
で
も
事
務
が
速
や
か
に
進
む
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
避
難
所
の
開
設
と
課
題
は

　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　

苫
米
地
　

あ
つ
子

【
問
い
】 

平
成
28
年
台
風
第
10
号
に

伴
う
福
祉
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て
、

１
カ
所
の
み
の
開
設
に
至
っ
た
経
緯
と
、

今
後
の
課
題
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

今
回
の
台
風
で
は
、
洪
水

発
生
時
に
多
く
の
避
難
者
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
馬
淵
川
流
域
に
近
く
、
指
定

避
難
所
で
は
生
活
に
支
障
を
来
す
要
配

慮
者
に
と
っ
て
移
送
の
負
担
が
少
な
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
福
祉

会
館
に
市
福
祉
避
難
所
を
開
設
し
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
福
祉
避
難
所
移
送

対
象
と
思
わ
れ
る
避
難
者
の
意
向
確
認

や
開
設
準
備
な
ど
に
時
間
を
要
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
、
さ
ら
に
速
や
か
な
開

設
に
向
け
て
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、

よ
り
良
い
運
営
に
努
め
て
い
く
。

不
在
者
投
票
が
で
き
る
福
祉
施
設

の
拡
充
を

　
　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

中
　

村
　

益
　

則

【
問
い
】 

不
在
者
投
票
が
で
き
る
福

祉
施
設
を
拡
充
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

当
市
に
お
け
る
福
祉
施
設

の
不
在
者
投
票
所
の
指
定
状
況
は
、
介

護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
市
内
77
施
設
の

う
ち
31
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
定
員
が
概
ね
50
人
以
上
で
、
投

票
所
が
確
保
で
き
る
か
な
ど
を
県
選
挙

管
理
委
員
会
が
現
地
調
査
を
し
た
上
で

指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
定

員
50
人
未
満
の
小
規
模
施
設
の
指
定
に

つ
い
て
は
、
施
設
関
係
者
な
ど
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
、
同
委
員
会
に
相
談
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

生
活
困
窮
世
帯
の
学
習
支
援
事
業
利

用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
を

　
　
　
　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

山
　

名
　

文
　

世

【
問
い
】 

同
事
業
利
用
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
配
慮

し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

同
事
業
の
対
象
者
は
経
済

的
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
利
用
要
件
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
直
接
的
な
説
明
は
行
わ
な

い
な
ど
、
子
ど
も
に
負
い
目
を
感
じ
さ

せ
な
い
た
め
の
配
慮
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
詳
細
な
活
動
場
所
は
、
周
知

や
参
加
申
し
込
み
の
段
階
で
は
非
公
表

と
し
、
後
日
、
利
用
が
決
定
し
た
方
に

の
み
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
ほ
か
、
利

用
者
の
個
人
情
報
の
提
供
は
、
必
要
最

小
限
の
範
囲
に
と
ど
め
て
い
る
。

市
営
バ
ス
の
路
線
維
持
を

　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
　

川
　

優
　

里

【
問
い
】
　

バ
ス
事
業
は
不
採
算
で
も

投
資
を
続
け
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、

路
線
維
持
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

市
営
バ
ス
の
経
営
状
況
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
経
営
健
全
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
３
年
連
続
で
資
金

不
足
比
率
０
％
を
達
成
し
、
平
成
27
年

度
に
累
積
欠
損
金
が
全
額
解
消
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
に
伴
い
、

バ
ス
利
用
者
の
減
少
が
予
想
さ
れ
、
経

営
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
人
で
も
多
く
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
ダ
イ
ヤ
編
成
や
さ
ら
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
現
在
の
路
線
を

維
持
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

市
長
と
し
て
の
立
場
の
認
識
は

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
　

地
　

則
　

行

【
問
い
】 

先
の
参
議
院
議
員
選
挙
で

は
、
市
長
の
行
動
な
ど
が
新
聞
紙
上
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
議
論
を
呼
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
市
民
の
代
表
で
あ

る
市
長
と
い
う
立
場
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】
　

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
の
幸
福
の
実
現
を
目
指
し
、
常
に

公
平
公
正
を
旨
と
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
特
定
の
個
人
や
政
治
団
体
な
ど
の

利
益
の
た
め
に
行
政
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い
と
の
認
識
に
つ
い
て
も
、
一
貫
し

て
主
張
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

政
治
活
動
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る

一
政
治
家
と
し
て
は
、
選
挙
の
応
援
も

含
め
て
、
自
ら
の
信
念
、
信
条
に
基
づ

い
て
行
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
・

特
別
委
員
会
、
常
任
委
員
会
協
議
会
お

よ
び
議
員
全
員
協
議
会
は
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
車
い
す
の
方
は
、
市
庁
本
館

３
階
の
議
会
事
務
局
で
、
本
会
議
の
テ

レ
ビ
視
聴
が
で
き
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
54
人
の
傍
聴
者

が
あ
り
ま
し
た
。 

　

次
期
定
例
会
は
、
12
月
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。



平成27年度各会計決算状況

（単位：千円）

歳 入 歳出 翌年度へ繰越
会　　　計　　　名 差 引 額 すべき財源

（Ａ） （Ｂ） (A)-(B) (C) （Ｄ） (C)-(D)

一 般 会 計 101,821,515 98,389,063 3,432,452 1,202,188 2,230,264

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 30,111,221 29,668,553 442,668 1,223 441,445

地 方 卸 売 市 場

八 戸 市 魚 市 場 特 別 会 計

都 市 計 画 土 地 区 画

整 理 事 業 特 別 会 計

学 校 給 食 特 別 会 計 1,912,794 1,869,754 43,040 22,548 20,492

都 市 計 画 下 水 道 事 業

特 別 会 計

公共用地取得事業特別会計 0 0 0 0

都市計画駐車場特別会計 116,325 105,494 10,831 2,134 8,697

中 央 卸 売 市 場 特 別 会 計 281,635 272,761 8,874 8,874

霊 園 特 別 会 計 54,030 51,917 2,113 2,113

農業集落排水事業特別会計 323,949 315,553 8,396 8,396

介 護 保 険 特 別 会 計 19,898,651 19,369,834 528,817 528,817

国 民 健 康 保 険
南 郷 診 療 所 特 別 会 計

190,829 170,271 20,558 20,558

後期高齢者医療特別会計 2,184,935 2,143,865 41,070 41,070

特　別　会　計　小　計 68,205,813 66,697,926 1,507,887 270,065 1,237,822

合　　　　　　　　　　　計 170,027,328 165,086,989 4,940,339 1,472,253 3,468,086

（単位：千円）

企 業 会 計 収益的収支

自 動 車 運 送 事 業 会 計 118,495

市 民 病 院 事 業 会 計 1,902,284

平 成 27 年 度　決 算 報 告

収益的収入 収益的支出

1,578,888

18,443,761

1,460,393

16,541,477

1,747,677 1,501,843 245,834 221,733 24,101

11,130,162 10,990,256 139,906 18,061 121,845

歳入決算額 歳出決算額 実質収支

253,605 237,825 15,780 4,366 11,414
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平成２８年９月　決算特別委員会質疑一覧表

No 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

1  一般会計　　歳　出 総務費  八戸国際交流協会事業について

2  一般会計　　歳　出 総務費  メールマガジン配信事業について

3  一般会計　　歳　出 総務費  「元気な八戸づくり」市民奨励金について

4  一般会計　　歳　出 総務費  ほっとスルメールについて

5  一般会計　　歳　出 総務費  投票所及び投票方法について

6  一般会計　　歳　出 総務費  嘱託員報酬について（県議選、市議選）

7  一般会計　　歳　出 総務費  スマートフォン、タブレット端末の普及率について

8  一般会計　　歳　出 総務費  ボランティア活動支援補助金について

9  一般会計　　歳　出 民生費  ほのぼのコミュニティ21推進事業について

10  一般会計　　歳　出 民生費  救急医療情報キット配付事業について

11  一般会計　　歳　出 民生費  就労継続支援サービス費について

12  一般会計　　歳　出 民生費  生活支援ハウス運営委託料について

13  一般会計　　歳　出 民生費  生活困窮者自立支援事業業務委託料について

14  一般会計　　歳　出 民生費  老人福祉費の委託料、高齢者等バス特別乗車証について

15  一般会計　　歳　出 民生費  生活困窮者の学習支援事業について

16  一般会計　　歳　出 民生費  子育てウエブサイト「はちすく」について

17  一般会計　　歳　出 民生費  人口内耳の補助等について

18  一般会計　　歳　出 民生費  障がい児・者の送迎支援について

19  一般会計　　歳　出 民生費  障がい児保育について

20  一般会計　　歳　出 民生費  手話通訳者設置事業について

21  一般会計　　歳　出 民生費  障がい者のスポーツ施設等利用の補助・減免について

22  一般会計　　歳　出 衛生費  予防接種委託料について

23  一般会計　　歳　出 衛生費  乳幼児一般健康診査委託料について

24  一般会計　　歳　出 衛生費  がん検診推進事業委託料について

25  一般会計　　歳　出 衛生費  予防接種の接種率について

26  一般会計　　歳　出 商工費  プレミアム付商品券発行支援事業補助金について

27  一般会計　　歳　出 商工費  観光誘客数について

28  一般会計　　歳　出 商工費  体験型修学旅行来訪の状況について

29  一般会計　　歳　出 商工費  体験型修学旅行誘致について

30  一般会計　　歳　出 土木費  新井田川の河川管理について

31  一般会計　　歳　出 土木費  館鼻公園の整備について

32  一般会計　　歳　出 消防費  防災タイムライン策定について

33  一般会計　　歳　出 消防費  夜間避難訓練の実施について

34  一般会計　　歳　出 教育費  学校司書配置について

35  一般会計　　歳　出 教育費  特別支援教育アシスタントについて

36  一般会計　　歳　出 教育費  学習用タブレットについて

37  一般会計　　歳　出 教育費  小中学校施設の非構造部材の耐震化について

38  一般会計　　歳　出 教育費  学校医報酬について

39  一般会計　　歳　出 教育費  食物アレルギーについて

40  一般会計　　歳　出 教育費  第２白山台小学校の整備について

41  一般会計　　歳　出 教育費  難聴学級について

42  一般会計　　歳　出 教育費  2020東京五輪の事前合宿誘致について

43  一般会計　　歳　出 教育費  学校の修繕について

44  一般会計　　歳　出 教育費  樹木の適正管理について

45  一般会計　　歳　出 教育費  就学援助について

46  一般会計　　歳　出 教育費  市民大学講座について

47  一般会計　　歳　出 教育費  小・中学校の修学旅行の現状内容について

48  一般会計　　歳　出 教育費  これからの修学旅行の方向性について

49  一般会計　　歳　入  市税（市民税、固定資産税）の不納欠損について

50  一般会計　　歳　入  土地貸付収入について

51  学校給食特別会計  給食運搬委託料、給食センター業務委託について

52  介護保険特別会計  保険料について、不納欠損について

53  介護保険特別会計  福祉用具購入費、住宅改修費、地域密着型サービス等について

54  自動車運送事業会計　  市営バス広告事業の収入について

55  自動車運送事業会計　  東霊園への臨時バス運行について


